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平成２１年１２月１日

１０８号

編集・発行：愛知県農業会議

◎ 今回、秋の叙勲・褒章、愛知県条例表彰及びあいちアグリアウォードを、次の皆さ

んが受章されました。（農業委員会系統関係分）

おめでとうございます！

叙 勲

旭日双光章 權 田 昭 一 氏（元愛知県農業会議常任会議員、

元愛知県経済農業協同組合連合会会長）

旭日双光章 中 村 敬 氏（元新城市農業委員会会長

元新城市議会議員）

褒 章

黄綬褒章 前 田 卓 已 氏（愛知県農業会議員、愛知県茶業連合会会長

前愛知県農業会議常任会議員）

愛知県条例表彰

産業功労者 伊 藤 敏 之 氏（愛知県農業会議常任会議員、

愛知県酪農農業協同組合組合長）

産業功労者 野 村 弘 氏（前愛知県農業会議常任会議員、

前愛知県農業協同組合中央会会長）

あいちアグリアウォード

宮 路 美千子 氏（豊橋市農業委員会委員）
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◎ 都道府県農業会議事務局長会議が開催されました。

11月4日に東京都千代田区永田町の「参議院議員会館」において、事務局長会議が開

催されました。

この会議において、平成22年度農委関係予算等をめぐる情勢と対応、農地法等改正法

政省令をめぐる情勢と対応、平成21年度全国農業委員会会長代表者集会の提案議案等を

協議事項として説明が行われ、民主党政権に移行してから民主党とのパイプを作る努力

が必要であることや農業者年金の積極的な加入推進とセミナーを12月2日に浅草で開催

されることの説明等がありました。

◎ 農地法等改正の説明会が開催されました。

11月4日（名古屋能楽堂）及び10日（アイリス愛知）の2日間、農地法等改正に係る政

省令、ガイドライン等の説明会が、東海農政局と愛知県の主催で実施されました。

10月21日に施行を前にしてのパブリックコメントの募集が始まりました。説明会では、

その対象となった事項はもちろん、周知期間を置く事項も含めて説明がありました。な

お、パブリックコメントは、11月19日に締め切られました。

農業会議としては、これまで提出された意見要望を全国農業会議所を通じて確認して

きました。説明会で、ほぼ施行の内容となる政省令等案が発表されましたが、説明会以

後も質問や意見を取りまとめさせていただいております。

施行は12月中旬の見通しですが、パブリックコメントの結果によって、さらに修正さ

れることもありますので、政省令等が公布された後、農業委員会事務局の皆さんと実務

的な打ち合わせする必要があります。

◎ 都道府県農業会議会長会議が開催されました。

11月13日に東京都内千代田区有楽町の「蚕糸会館」において都道府県農業会議会長会

議が開催されました。

この会議において、太田会長から、来年度予算に戸別所得補償制度、６次産業化など

新しい事業を要求していること、食料・農業・農村基本計画の見直しが始まったこと、

12月3日に九段会館で全国農業委員会会長代表者集会を開催すること、農地法の改正に

伴う政省令等が近く公布、施行されることなど農政にとって大きな動きとなっているが、

農地の確保と地域農政の声を国政につなげていく努力が必要であると挨拶されました。

この会議において、平成22年度農業委員会関係予算をめぐる情勢と対応、平成21年度
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全国農業委員会代表者集会提出議題、農地法等改正法政省令をめぐる情勢と対応、農業

者農業者年金をめぐる情勢と推進等が協議事項として説明があり、特に、全国農業委員

会代表者集会の決議後に地元選出のすべての国会議員に要請活動を行うことになりまし

た。

◎ 常任会議員会議（１１月）の審議状況

農地法に係る諮問に関する常任会議員会議を11月16日に開催しました。

会議の冒頭、佐宗会長から、この秋の叙勲・褒章・農林水産大臣賞を受けられた皆さ

んの紹介がありました。

農地法第４条に基づく転用事案 30件(平成20年10月 29件) 15,255㎡(同 13,721㎡)及

び第５条に基づく転用事案 226件(同 278件) 275,500㎡(同 193,631㎡)に係る諮問につ

いて審議し、何れも諮問のとおり許可されることは差し支えない旨知事あてに答申する

ことが承認されました。また、農業振興地域の整備に関する法律第１５条の２に基づく

諮問(関係農地面積 5,912㎡)について審議し、諮問のとおり開発行為の許可をすること

は差し支えない旨答申することが承認されました。

農業振興課主幹から、豊田市における不正転用容疑に係る転用許可等の経緯につき説

明があり、県としては、従前以上に農業委員会・農業委員と連携を密にするとともに、

許可権を持つ者としてより慎重に審査等を行っていくなどの対応策が表明されました。

事務局長から、農地法等改正の施行に向けての動きの報告があり、また、平成22年度

農業委員会関係予算の現時点での情報提供を行いました。

◎ はじめてみませんか農業体験農園・福岡研究会が開催されました。

11月20日に、福岡市中央区天神の「アークホテル博多ロイヤル」において、全国農業

会議所主催の研究会が開催されました。

「農業体験農園の仕組みと運営について」では、練馬区が農業体験農園の発祥の地で

あることや、農業経営の仕組みとして発展してきたことが報告されました。

また、農業体験農園のために農地を貸し借りするには法律上の手続きが必要で、農地

を貸し付ける「市民農園」と収穫など農作業の一部を体験する「収穫体験農園」と「農

業体験農園」があること、「農業体験農園」では、農園主の指導のもとで、入園者が作

付け、肥培管理、収穫を行い、収穫物は全量が入園者のものとなることなど概要の説明

がありました。
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次に、取り組み事例の報告も行われ、東京都練馬区で農業体験農園を創設した加藤氏

と福岡県で最初の農業体験農園を開設した成清氏、成清氏の開設した農業体験農園の入

園者である時枝氏から経験談がありました。

加藤氏（日本農業賞を受賞）：農業は感動を与える。

成清氏：作業は入園者が行うので、経営者が高齢になっても継続できる。

時枝氏：安全安心な野菜が食卓に上がる。

◎ 「農の雇用事業」平成21年度第2回募集を締め切る。

「農の雇用事業」は、若者等の農業法人等への就業を促進し、将来地域の農業の担い

手としての人材確保・育成を図るものです。

この事業に応募し研修実施計画を承認された農業法人や農家は、就農希望者に、技術

・経営ノウハウをＯＪＴ研修を実施して育成します。事業は、その経費、定着のための

住宅手当などを経営者に支援します。

平成21年度第2回募集が11月27日に締め切られ、本県では、12経営体から15名の被雇

用者を対象とした「研修実施計画」の提出・応募がありました。

募集は平成20年度1回、本年度2回行われたことになり、本県では合わせて、延べ65経

営体、107人の研修生の応募があったことになります。（過去2回の事業採択された法人

等は、 延べ52経営体。研修生は、73人です。）

今回の募集分は、12月8日に県等による１次審査会を実施し、その後、全国農業会議

所の最終審査が行われます。対象となる経営体は、12月下旬に決定され、1月から研修

を実施していきます。

身近に事業を実施している経営体があったり、研修生と接する機会があったら、応援

をお願いします。

◎ 第４回あいちアグリアウォード表彰式が開催されました。

第４回あいちアグリアウォード表彰式が、11月27日に(財)愛知県農業振興基金の主催

で開催されました(名古屋市千種区・メルパルク)。

今年度の受賞者は、担い手育成部門では岡田綋平氏（豊田市）、技術改善部門では

岡田詔男氏（豊田市）、農業・農村振興部門では宮路美千子氏（豊橋市）の3名です。

宮路美千子氏は、豊橋市初めての農業委員として、男女ともが働きやすい農業、暮ら

しやすい農村づくりに貢献されました。
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◎ 第12回愛知県農業協同組合大会が開催されました。

11月28日に愛知芸術文化センターにおいて、愛知県知事、東海農政局長、自民党、民

主党の県連会長、県議会議長等多くの方が来賓され、県下の農業協同組合組合長等関係

者約1,200名の参加による大会が盛大に開催されました。

この大会は、ＪＡグループ愛知の各組織が一体となり、向こう3年間の目指すべき基

本方針や、その実現に向けて取り組むべき実践方策の確認とＪＡ運動の範となる優良Ｊ

Ａ、功労者等に感謝するものとして3年に1回開催されるものです。

表彰として、愛知県知事表彰、大会会長表彰、同感謝状として優良農業協同組合、農

業協同組合功労者・特別功労者・合併功労者等の表彰が行われました。

また、「担い手支援と農地利用を軸とした本県農業生産力の向上に関する決議」を始

め4議案と「信頼されるＪＡづくり」のスローガンが全員の賛同を得て、可決・宣言さ

れました。

その後、「国家の品格」などで有名な藤原正彦氏(数学者・作家)を講師として、「日本

のこれから」を演題に記念講演があり、昔の日本人の心は、論理・情緒・理性があり、

日本人の全ての原点は、自然の中ではぐくまれ、物の哀れ、懐かしさ、自然に膝まつく

心など道徳と美的感受性が強く、世界からうやまれる存在であったと現在の日本人の心

情に警鐘を訴えた内容であり、自由・平等の中にあっても差別化が必要である感じまし

た。

◎ 愛花協だより(知事お祝いメッセージ、会長色紙贈呈)

ご結婚おめでとうございます。一層のご活躍とご多幸を祈ります。

碧南市 榊 原 健 二 さん・ 由 佳 さん （１１月 １日挙式）

小牧市 小 川 昌 知 さん・ 人 美 さん （１１月 ７日挙式）

大府市 花 井 寛 敬 さん・ 理 恵 さん （１１月 ７日挙式）

常滑市 伊 奈 春 治 さん・ 尚 子 さん （１１月１５日挙式）

稲沢市 丹 下 孝 則 さん・ 香 恵 さん （１１月２１日挙式）

阿久比町 杉 浦 康 治 さん・ あゆ美 さん （１１月２１日挙式）

豊橋市 冨 田 大 輔 さん・ 久美子 さん （１１月２２日挙式）
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☆ 今後の主な行事予定

１２月 ２日（水）農業者年金加入推進セミナー（東京）

１２月 ３日（木）全国農業委員会会長代表者集会（東京）

１２月１５日（火）常任会議員会議（白壁庁舎）

¶ 全国農業図書からのお知らせ

農地法等の施行日が近づいてきました。

施行後、順次関連図書やリーフレット等が刊行されます。

図書名、リーフレット名、内容、価格、仕様、刊行予定時期等は、決定され次第、ご

案内します。

今しばらくお待ちください！


